










　本論文では，まず第 2 節において先行研究とその問題点をとりあげる．次に第 3 節において局面
動詞「はじめる」が用いられる場合を 3 つに分け，それぞれの場合について詳述する．具体的には，































	 	 	 均質型「遊ぶ」「楽しむ」
	 	 主体動作動詞
	 	 	 特定時点成立型	─	・結果が維持されるタイプ「立てる」
	 	 	 	 ・結果が残存するタイプ「片づける」











































































　　The basic view view〈s, f〉























































































































































































































































































（22）	 a.	 ?? 立ちはじめる，?? 座りはじめる（姿勢自動詞）
	 b.	?? 握りはじめる，?? 触れはじめる，?? 挟みはじめる（体勢維持動詞）



























































































































（38）	 a.	 ?? 彼は書類の確認を済ませると，夕食を食べていた．すると，急に眠くなってきた．
	 b.	午後 3 時を過ぎると，雨が降りはじめた．
	 c.	 ?? 午後 3 時を過ぎると，雨が降っていた．
　そのためこのようなタクシス関係を表すためには（38b）のように表すことになる．
　また「待つ」「考える」などの動詞は始点がはっきりしない事象を表すことが多く，「??6 時に／か




































（42）	 a.	仮に病気で会社を休みはじめて 3 日目に退職したとすると，連続 3 日間の待期が満たせ
なかったことになり…
（新村健生監修『退職・転職の「年金・保険・税金」がわかる本』B）



















てから 30 分後という解釈をもつ可能性もある 29）．
（45）	 a.	歩いて 30 分後，急に疲れが彼の全身を襲った．
















うとすればそれぞれの b や c のように「はじめる」形あるいは「ようになる」形を用いる必要がある．
　また開始時点が明確でない動詞や一部の姿勢動詞についても，「習慣の開始時」については比較的
明確である場合が多く，「はじめる」形の使用を容易にしているようである．














































言え」るとしているが，BCCWJ には「悲しみ始める」の例は 1 例もない．
	 3）	 ここでの局面解釈 C は局面そのものとは直接には関係がなく，一時点的事象の連続である「生
徒たちが次々に到着する」と同じであると考えられるため，考察の対象から除く．




にも国立国語研究所と Lago 言語研究所が共同開発したコーパス検索システム NINJAL-LWP
（NINJAL-LagoWordProfiler）を利用した．
	 5）	 Igarashi	and	Gunji	（1998）	ではそれぞれの時点について可視性（visibility）を定め，その程度
によってそれぞれ basic,	definite,	visible と定義した．ここで用いられている visible というのは
もっとも程度の低い可視性で，「暗記する」のような r の visibility が 0 であるものを除けば，
= でない限り「はじめる」形をもつことができるということになる．
	 6）	 岩崎（1988）ではそのまえに〔A〕として「出来事が 1 回」の場合をとりあげ，（A・1）運動
時間が短いもの，（A・2）運動時間が長期のもの，として分析を行っているが，「一つの文の中




















































































































vi）	ここに住んで 2 年がたった．（「住み終わって」から 2 年という解釈は難しい．）



















An Analysis of the Japanese Phasal Subsidiary Verb V-hazime-
KONISHI Masato
Abstract : In this paper I analyze the distribution and the meaning of the Japanese phasal subsidiary verb 
V-hazime-, which represents the beginning phases of events. In section 2, I review some previous works of 
V-hazime- and insist on the need of an analysis relating the verbs (or verb phrases) and the environments where 
V-hazime’s- are used. And in section 3, I show the three types of the distributions of V-hazime- relating 1) paths 
(or some incremental scales), 2) tactic relations (or representing the sequence) of events, and 3) introduction of 
time-viewpoints, describing their meanings and the conditions respectively. Then in the next section I focus on 
the verbs and modifiers they occur with and give an explanation for some problems, such as their impossibility 
to co-occur with verbs of maintenance, their meaning with graduality and habituality, which have not been fully, 
or never previously explained.
